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 校長  五十嵐  吏 加 

 

例年、大雪が報道される岩見沢も、今年は信じられないほど雪が少なく、校舎に差し込む光にも春の気

配が感じられるようになってきました。 

 

開校して１年を過ごし、子どもたちは日々の学校生活を重ねる中で、それぞれの歩みを確かに進めていま

す。 

イタリアで開催されたミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは、世界中の選手たちが、自らの力を発揮しよ

うと競技に臨んでいました。あの舞台に立つまでには、長い時間をかけた努力の積み重ねがあったはずで

す。私たちが想像できないほど、思うようにいかない日も、自信を持てない時間も多くの葛藤もあったことで

しょう。それでも、自分の歩みを止めずに続けてきたからこそ、心からの笑顔や涙があったのだと思います。 

 

子どもたちの学びもまた、同じように日々の積み重ねの上に成り立っています。日々の授業、友達との関

わり、委員会や係活動、日常の役割、そのすべてが子どもたちの力となっていきます。すぐに結果として表れ

るものばかりではありませんが、確実にその人自身の中に蓄えられ、次の一歩を支える土台となっていきま

す。 

 

この１年間、開校したばかりのくりさわ学舎のリーダーとして、様々な面で煌めきを見せてくれた９年生の

卒業が迫ってきました。行事や清掃の時はもちろんのこと、登下校や休み時間に低学年と関わる９年生の

優しいまなざしは、深く心に残っています。９年生の姿は、下級生にとって目標であり、その背中は次の学年

へと受け継がれていくと信じています。このつながりこそが、９年間を共に過ごす義務教育学校ならではの

大切な財産です。 

 

また、児童生徒会によって、全校で鬼ごっこや外遊びを行う取組も進められています。今年度は、吹奏楽

部によるミニコンサートなども開催されました。学年を越えて関わり合い、同じ時間を共有する中で、子ども

たちは自然に互いを理解し、その関係を深めています。誰かに用意されたものではなく、自分たちで考え、

行動する経験は、これからの時代をたくましくしなやかに生きる子どもたちにとって大きな意味をもつものと

なります。 

 

このように義務教育学校の９年間は、単なる時間の長さではなく、成長が積み重なり、つながっていく時

間です。上級生の姿に学び、憧れ、やがて自分自身がその役割を担っていく。その繰り返しの中で、子ども

たちは自らの力で前へ進む力を身につけていきます。 

 

今年度も残すところ、あと１ヶ月となりました。この１ヶ月は、これまでの歩みを確かなものとし、次の歩みへ

とつなげていく大切な時間です。特別なことではなくても、今、自分にできることに丁寧に向き合うこと、そん

な毎日を大事に過ごしていきたいと思います。 

２０２６/2/２７ 



 

 

 

日 曜 行事 SB13:15 SB14:45 S B 1 5 : 4 5 SB18:00 

１ 日      

２ 月 ７・８年後期期末テスト  〇  ※17:15 

３ 火 １ｓｔ授業参観日・懇談会 〇 〇  ※17:15 

４ 水 道立高等学校入学者選抜（学力検査） ※11:45 〇   

５ 木 道立高等学校入学者選抜（面接等）  〇  ※17:15 

６ 金 9年生を送る会  〇  ※17:15 

７ 土 岩見沢地区小学生バレーボール新人戦大会     

８ 日      

９ 月 2nd3rd授業参観日・懇談会  〇  ※17:15 

１０ 火   〇  ※17:15 

１１ 水  〇 〇  ※17:15 

１２ 木 第 1回卒業証書授与式 ※１２：００    

１３ 金 委員会活動日 〇 〇  ※17:15 

１４ 土      

１５ 日      

１６ 月   〇  ※17:15 

１７ 火 道立高等学校合格発表  〇  ※17:15 

１８ 水   〇   

１９ 木   〇  ※17:15 

２０ 金 春分の日     

２１ 土 吹奏楽部第 2回定期演奏会     

２２ 日      

２３ 月   〇  ※17:15 

２４ 火 第 1回立志式 ※１２：００    

２５ 水 修了式 離任式 ※11:45    

２６ 木 年度末休業     

２７ 金      

２８ 土      

２９ 日      

３０ 月      

３1 火      

岩見沢市立くりさわ学舎 ３月学校行事予定 

３月１１日が今年も近づいてきました。東日本大震災の発生以来、日本全体で防災意識が高
まりましたが、時間の経過とともに、その意識が薄れてしまうこともあります。 
ここ岩見沢市でも、地震や大雪、暴風雪など、さまざまな自然災害のリスクがあります。特

に冬の時期には、豪雪による交通の混乱や停電、孤立などが心配されます。また、今後数十年
以内には北海道沖で大きな地震が発生する可能性も指摘されています。 
災害が起きてからでは、自分や大切な人を守るのはとても難しくなってしまいます。この機

会に、家族や友だちと一緒に、避難場所や連絡手段、冬の寒さに備えた対策など、非常時の行
動について話し合ってみてください。 



 

  

 

過日実施いたしました学校評価につきまして、集計が終わりましたので、ご
報告いたします。皆様からいただきましたご意見につきましては教職員及び学
校運営協議会（栗沢ＣＳ）にて拝読しました。内容について共通理解をしなが
ら、次年度の教育活動に生かせる点は反映してまいります。詳細版はくりさわ
学舎ブログにて公開しておりますのでご確認ください。  ブログ QRコード 

是非ご覧ください。 



 

 

 

 
 本校外国語教育の特色  
 
★ 授業デザイン 

児童の発達段階に応じて、歌やダンスなどを取り入れた活動や、他教科との関連を図った内容を工夫し、子ども 

たちの興味・関心を引き出す授業を行っています。  

★ 専門教員による指導 

外国語の免許を持つ教員が授業を担当し、指導の質を高めています。また、教科担任制を導入することで、前期  

課程（小学校）から後期課程（中学校）への円滑な接続を図っています。 

★ 基本的に All English 

授業は基本的に英語で行い、英語に触れる時間を多く確保しています。日常的に英語を使う環境を整えること  

で、自然な言語習得を目指しています。 

岩見沢市立くりさわ学舎     授業時数特例校制度の取組① 

本校は学校や地域の実態に照らし、より効果的な教育を実施するため、教科等の授業時数の
配分について一定の弾力化による「特別の教育課程」の編成を認める制度を活用しています。 

←授業時数特例校制度について

←は岩見沢市教育委員会 HP に

←詳細が掲載されています。 

くりさわ学舎の外国語授業の→

ようすの動画は、ブログにて→

紹介しています。     → 



 

 

 

 

  

 

 

   
  「栄冠よ、キミに輝け」     校長 木内 一樹   

久々に中学校に勤務する私にとって、「高校入試」はちょっとした懐かしさと同時に、事

務手続き等に間違いが許されないこともあり、大いに緊張感を覚える出来事です。私ですら

そうなのですから、当事者である３年生にとっては、やはり緊張や不安を禁じ得ない一大イ

ベントと言えるでしょう。すでに先月から私立高校の推薦入試が始まっており、「合格内

定」をいただいた生徒も何人かいます。今月中旬には、公立高校推薦入試、私立高校一般入

試が行われ、いよいよ来月４日（水）に公立高校一般入試が行われます。積み重ねてきた全

ての努力が報われる…。そんな結果が得られることを心より願っています。 

数年前、定期テストを廃止した学校のことが話題に上りました。「テストはその子どもの

瞬間最大風速のみを測るもので、それでは正しく学力は測れない」というのが主たる理由で

あったと記憶しています。確かにその通りですし、一夜漬けで覚えた知識はあっという間に

消失します。しかし一方で、あらかじめ決められた時と場において自分の最大限のパフォー

マンスを発揮する能力は、実社会においてとても大事なものではないか…とも思います。各

種検定試験でもスポーツの大会でも吹奏楽等のコンクールでも、少なくとも１年前にはおお

よその実施日が決まっています。そしてそこに向かって、逆算して準備をするのが一般的で

す。高校入試も同様で、ある日突然「明日、試験ね」などというものではありません。だと

すると、「瞬間最大風速」を高めたりコントロールしたりする能力は、人生をより豊かなも

のにするために必要なものではないか…と思います。 

では、「瞬間最大風速」を高めるためにはどうすればよいのでしょうか。遠回りに思える

かもしれませんが、「平均風速」を高めることが一番効果的と言えるでしょう。筆記試験で

言えば、普段平均５０点の人が本番で都合良く１００点をとることはまずできません。面接

も同様で、普段いい加減な生活態度だと、いくら取り繕おうとしても本番でそれが露呈する

のです。つまり、ここぞという本番で力を発揮するためには日々の努力や心がけが重要だと

いうことです。 

年明け以降、５０名ほどの３年生と校長室で面接練習を行う機会を

得ました。「制服忘れました、スイマセン！」という微笑ましい（？）

生徒も数名いましたが、どの生徒も付け焼き刃ではない立派な立ち振

る舞いができていました。私は全員に共通して、「あなたが本校を志望

した動機・理由は何ですか？」と尋ねていますが、自分の言葉でしっ

かりと思いを表現する姿は感動的ですらありました。全ての３年生の

希望進路が実現すること、そして卒業まで残り３週間、最後まで１・

２年生に「カッコいい」姿を見せ続けてくれることを心から期待しています。 
 

 

岩見沢市立東光中学校 学校便り 

令和８年２月２４日 Ｎｏ.１２  

発行責任者 校長 木内 一樹 
志 絆 

子どもが煌めく東光中学校 

学校教育目標 

自分で考える力 失敗に負けずにチャレンジする力身に付けさせたい

資質・能力 

【めざす生徒の姿】 
〇 将来の夢や理想を追求する生徒 
〇 感謝の心を忘れない生徒 
〇 学び続ける生徒 
〇 自らの責任を果たして社会に貢献できる生徒 
〇 命と愛を大切にする生徒 

【学校ブログ】 



卒業までのカウントダウン 

第７９回卒業証書授与式を以下のとおり行う予定です。３学年保護者の皆様には、別途案内文書

を配布していますのでご確認ください。１・２年生の保護者の皆様は卒業式に伴う日課変更のお知ら

せを配布していますので、そちらで下校時刻をご確認ください。 

☆期日・日程 

 令和８年 3月 12日（木） ９：１５開式 終了予定１１：１５ 下校 11：４５  

☆参加者 

 全校生徒、卒業生保護者、来賓（ＰＴＡ三役及び学校運営協議会委員）、教職員 

☆留意事項 

 駐車場が狭く、ご迷惑をおかけします。生徒玄関前は来賓専用とさせていただいておりますので、

ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

令和８年度に向けて 

２月１７日（火）に保護者の皆様には学校評価アンケートの結果と自由

記述に対する回答を送信いたしました。また、１８日には学校運営協議会

委員さんからもご意見をいただき、次年度の教育活動に向け、準備を加速

させているところです。また、文部科学省授業時数特例校制度を継続して

運用し、特に子どもたちに身に付けさせたい資質・能力を明確にした教育

活動を展開いたします。 

 

【令和 7年度学校評価アンケート概要】 

☆保護者アンケート 

〇肯定的評価が８５％以上だった項目 ●肯定的評価が 75％以下だった項目 

〇教科等の指導において、アナログとデジタルのよさを適切に生かした授業か前に取り組んでいる。 

〇生徒の交通安全やけが等の防止について適切に指導を行うとともに、安全な環境づくりに努めている。 

〇特別支援教育の視点をもって取り組み、個に応じた配慮や指導を適切に行っている。 

〇学校だよりや学級通信、メール配信システム等で積極的に情報を発信している。 

〇校区の小学校との関わりを大切にし、連携・協働した取組を行っている。 

●生徒の学力や体力などの状況を把握し、その向上に向けて指導を行っている。 

●学校生活を通して、コミュニケーション能力や善悪の判断ができる力を身に付けるように指導している。 

●教職員が同じ姿勢で教育活動に取り組んでいる。 

●お子様は、家庭学習に計画的に取り組んでいる。 

 

☆生徒アンケート 

〇肯定的評価が 90％以上だった項目 ●肯定的評価が 70％以下だった項目 

〇授業は、タブレットやノート、プリントなどをうまく活用し、自分で考えたり、調べたりすることができる。 

〇思いやりをもって人に接し、いじめや差別を許さない態度で生活している。 

〇よりよい集団生活が送れるよう、学校・学級のきまりやルール、マナーを守って生活している。 

〇ピア・サポートの授業では、人との上手な関わり方やコミュニケーションの大切さを学ぶことができる。 

〇友だちと仲よく生活している。 

〇登下校や校外生活において、交通に関するルールやマナーを守り、安全に気を付けて生活している。 

〇学校からの連絡などは、保護者へ確実に伝えるようにしている。 

●地域のことを大切に思い、地域に貢献するためにボランティア活動や防災学習に積極的に取り組んでいる。 

●家庭学習を計画的に取り組んでいる。 

●地域の一員として、地域の行事や活動に対して積極的に参加している。 



令和 8年度学校経営方針（抜粋） 

【経営の基本】 

創立７８年の歴史と伝統を重んじ、校区及び岩見沢市に根ざした活気と風格ある校風の確立に

努め、希望と誇りをもちたくましく未来へ向かう子どもを育成する。 

【学校教育目標】 

・志（こころざし） ［夢・理想・感謝・学］ 

・絆（き ず な） ［責任・貢献・命・愛］ 

【目指す姿】 

（１）目指す生徒像と育成を目指す資質・能力 

（２）目指す学校像 

◇保護者・地域に開かれ、信頼される学校 

◇優しさと思いやりにあふれ、安心・安全に不安のない学校 

◇全ての生徒の資質・能力を高める学校 

◇全職員が誇りと意欲をもち、働きがいを実感できる学校 

（３）目指す教師像 

◇教育に夢と感動を求め、目の前の生徒の未来に責任をもつ教師 

◇自己研鑽に励み、専門性を高める教師 

◇いじめや差別に毅然と立ち向かう教師 

◇郷土愛にあふれ生徒・保護者・地域住民に信頼される教師 

 

［令和８年度文部科学省 授業時数特例校制度の運用について］ 

本校は令和８年度も文部科学省 教科時数特例校制度（詳細は岩見沢市 HP参照）の運用を

継続し、教育活動を展開します。各教科の時数を調整し、学びの土台を強固にするための特別活

動（学級活動）の時間を多く設定していきます。 

 

≪資質・能力≫    ≪学級活動の具体≫ 

             

             

 

 

 

 

 

 

学年 
教科等 

１ 年 ２ 年 ３ 年 

国  語 135(-5) 135(-5) 103(-2) 
社  会 103(-2) 102(-3) 137(-3) 
数  学 135(-5) 103(-2) 135(-5) 
理  科 102(-3) 135(-5) 135(-5) 
音  楽 ４５ ３５ ３５ 
美  術 ４５ ３５ ３５ 
保健体育 100(-5) 100(-5) 100(-5) 
技術・家庭 ７０ ７０ ３５ 
外 国 語 135(-5) 135(-5) 135(-5) 
特別の教科 道徳 ３５ ３５ ３５ 
総合的な学習の時間 ５０ ７０ ７０ 
特別活動 60(+25) 60(+25) 60(+25) 

合  計 １０１５ １０１５ １０１５ 

〇学習方略や学習計画、OKスタディ等 

〇学びに向かう集団づくりプログラム 

〇PBIS（すてきな学級づくりプログラム） 

〇協働を通じた集団づくりプログラム 

〇現代的な諸課題に対応する教育 

（郷土教育・健康教育・法教育・主権者教育） 



 

【スクールカウンセラー来校日】 

３月  ３日（火）13時～16時 

３月 17日（火）13時～16時  

→予約は学校へお願いします。 

【再掲】平日登下校時の車の乗り入れについて 
本校では、生徒の安全確保のため、平日の登下校時間帯の校地

内への自家用車の乗り入れをご遠慮いただいております。特に下
校時は、放課後等デイサービスと特別支援学級生徒の送迎にかか
わる自動車が駐車スペースを必要としています。生徒の登下校の
際は、校門前の道路で、速やかな乗り降り、車の移動をお願いし
ます。校門前で長時間の駐車は事故を誘発する恐れがありますの
で、ご遠慮ください。なお、特別な事情（けがで松葉杖を利
用している等）がある場合は学校までご相談ください。 

わくわくを持ち帰れたかな？ 新入生体験入学 

1月 26日（月）４月から本校へ入学する小学校６年生が一堂に会し、

中学校の説明と交流学習（ピア・サポートプログラム）を行いました。オリエ

ンテーションでは、「ドキドキよりもわくわくを持ち帰る」という目標を設定し

ました。２校時は学習、生活、部活動に関することを中学校の教員が説明し

ました。聞く態度が素晴らしかったです。３校時は体育館にて、東小学校の

戸井先生による「人間ビンゴ」「じゃんけん列車」などの交流を行い、短時

間でしたがアイスブレイクになる時間を持つことができました。以下、振り返りです。 

【東小】 

・岩小の人たちはなじみやすい人たちでした。 

・岩小の人たちが優しかったから話しかけやすかった。 

・中学校に行くのが楽しみになった。 

【岩小】 

・東小で手を挙げて質問している人がいてすごいと思った。 

・校舎の中がなんとなくわかったし綺麗だった。 

・東小のみんなとたくさんしゃべれて良かった。4月に早く会いたいと思った。 

 

東光中の「食育の日」 

2月の学級活動の時間には、食育の授業が計画されており、２

学年は、岩見沢市の共同調理所から講師をお招きして出前授

業を実施しています（１・３学年は学級担任による授業を実施）。

２月６日（金）４校時、岩見沢小学校所属の栄養教諭 小野敦子

先生に「食品ロスを給食から考える」という題材で授業をしてい

ただきました。給食での食べ残しはどうして起きるのか、食品ロ

スを減らすためにできることは何かを考えたり、その日のメニュー

の調理映像を見たりして、食を考える時間になりました。 

   ３月行事予定 ※年間行事予定を配付していますが、こちらでもご確認ください

４日（水）公立高校入試（学力検査） 

５日（木）公立高校入試（面接等） 

６日（金）授業参観・懇談会（１・２年） 

10日（火）３年生を送る会・同窓会入会式 

11日（水）卒業式総練習 

公立高校入試（追検査） 

12日（木）第 79回卒業証書授与式 

     【給食なし】 

17日（火）公立高校合格発表 

17日（火）全校議会・常任委員会 

18日（水）いじめアンケート 

19日（木）1・2年標準学力テスト 

20日（祝）春分の日 

23日（月）１年球技大会 

24日（火）２年球技大会・大掃除 

25日（水）修了式・離任式【給食なし】 

3/26～4/6 学年末・学年始休業 

４月７日（火）令和 8年度始業式・入学式
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《 校訓「四つの光」》 
「知」の光…磨かれた知性 
「愛」の光…美しい心情 
「行」の光…徳行と技術 
「健」の光…すぐれた健康 

《 教 育 目 標 》 
自ら真理を求め、進んで学び、よく考える。 
自らあたたかな心を養い、友をいたわり、よく助け合う。 
自ら働く喜びを求め、責任を持って行動する。 
自ら健康に関心を持ち、気力に満ちた心身をきたえる。 

《中央ブロックCAスローガン》 地域・家庭・学校がWin＆Winのお付き合い～学校っていいな！地域っていいな！
～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R8スローガン『挑戦夢創』～夢を原動力とした学校づくり～ 

 
光陵中学校は、これまでの各種調査の結果から、「学校に行くのは楽しい」と答えた

生徒の割合が、過去3年間の低調な傾向から改善に向かい、今年度は80.9％まで向上

しています。また、「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と答えた生徒の割合
も80.4％まで向上しています。しかし、全国学力学習状況調査で掲げている数値目標
「学校に行くのは楽しいと答える生徒85％」の達成にはまだ及んでいません。 
そこで、令和8年度から2年間で、この両目標を確実に達成し、全ての生徒が学校

に価値を見出し､他者との関わりの中で深い学びを探究できる教育環境の構築を目指し
たいと考えています。 
新たな視点として、生徒が自己の「夢」を見つけ、挑戦する力を育むことを通して、

ウェルビーイングを実現し、この両目標を達成する計画です。 
そのイメージは、生徒と教師が集い、共に学び、生活し、成長する場としての学校の

価値を最大化し、生徒や教師が「夢」という「燃料」を胸に、学ぶ楽しさや期待を感じ
ながら「人のつながり」を基盤とした取組を徹底して行うことにより、「魅力ある学校

づくり」を実現するというものです。 
これらを踏まえ、令和8年度の学校経営の重点スローガンを「挑戦夢創」と掲げて、

「夢を原動力とした挑戦と創造」を推進することといたしました。 
以下に４つの方針を重点として定めて、学校経営を推進いたします。 

 
１．学校経営方針の重点 

(1)主任等を中心とした組織的な学校経営を進める  

⇒ リーダー分散型の連携協働体制を構築 

(2)一人一人を大切にした積極的な生徒指導を行う  

⇒ 学校に子どものセーフティーを構築 

(3)授業が最大の業務、不断の授業改善を進める  

⇒「深く考えたくなる授業」を構築 

(4)結果で保護者や地域に説明責任を果たす  

⇒ 「保護者を引き寄せる仕組み」を構築 

２．めざす学校像・生徒像 

「生徒・保護者・地域が自慢できる学校」 

「夢を抱き、自己実現できる生徒」 

３ 経営の重点目標 
ア 授業改革 「思考力を高める授業づくり」「自律を支える確かな学力の育成」 
イ 心の改革 「安心できる居場所づくり」「自己決定を導く回復力の涵養」 
ウ 接続改革 「保護者や地域の期待に応える」「納得解につながる協働力の育成」 
 
◎３つの改革を三位一体で推進し、子供たちに以下のような３つの力を育成します。 
夢を原動力に、自己実現に向けて適切に判断し望ましい行動を選択できる生徒をめざして

いきます。特に、自律を支える確かな学力を基盤とし、多様な他者と納得解につながる協働
力を発揮し、失敗から立ち直り自己決定を導く回復力を持つ生徒を育てます。 

★次期学習指導要領の視点を踏まえ★ 
次期学習指導要領では、変化の激しい時代を生き 
抜く「自らの人生を舵取りする力」の育成が重視 
されます。これは単に知識を蓄えるだけでなく、 
「自分はどう生きたいか」を考えながら、正解の 
無い問いに立ち向かう力です。 
本校では「挑戦夢創」のスローガンのもと、生徒が 

自らの人生を切り拓く力を育んでいきます 。 
つまり、確かな学力を基盤に、夢に向かって適切に

判断し、自ら行動を選択できる「自律」した姿をイメージしています 。 
正解のない時代だからこそ、失敗から立ち直る回復力を持ち、多様な他者と納得解を導き

出す協働力を大切にします 。生徒一人一人が「夢」という燃料を胸に、自分の人生の主役
として「自らの人生を創造」していけるように、ご家庭・地域と共に温かく支えていければ
幸いです 。どうぞよろしくお願いいたします。       校長 桐 渕 則 行 

 
 
 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２日（月） 学費引落日（スキー） 

４日（水） 公立高校入試学力検査 

５日（木） 公立高校入試面接検査 

 ９日（月） 同窓会入会式 

１０日（火） 卒業式総練習  SC来校 

１１日（水） 公立高校追検査 

１２日（木） 卒業証書授与式 

１７日（火） 公立高校合格発表 

２３日（月） １，２年標準学力検査 

２４日（火） SC来校 

２５日（水） 修了式・離任式 大掃除・机椅子移動 

２６日（木） 春季休業（～４月６日） 

 
   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２年生対象の全国体力・運動能力調査の集計結果から本校

の体力・運動能力の状況を見ると、ほぼ全ての種目で全国・

北海道の全国平均より低い結果となりました。今後は日常の

体育授業や運動習慣の充実を通して基礎体力の向上を図り、

生徒一人一人の健やかな成長につなげていきます。 

《男子》 

 

 

 

 

 

《女子》 
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「なぜルールやきまりをきめているの？」 
 

 何度となく「職員室前の廊下は走らないようにしてください。」「静かに歩行してください。」

とお願いをする。最初は心得なので、確認のための改めてのお願いである。しかしながら、何度

となく心得が破られていくと「やめなさい」との指導になる。指導する方も指導される方も嫌な

気分になる。走る人は大丈夫であろうと走るが何が起こるかは誰も分からない。職員室の前には、

ガラス戸がある。職員室の出入り口から人が出でくることがある。会議をしているときもある。

いつか大きな事故になるのではないかと心が休まらない。学校には、誰もが安心に、そして安全

に過ごせる最低限の心得があればよいと思うが、今、子どもたちに課せられたルールやきまりは、

いくつあるのだろうか。 

 人の嫌がることをしているところを見たとき、皆さんは「駄目だよ、嫌がっているよ！やめた

方がいいよ！」と声をかけることができているのだろうか。心知れた仲なら、言えることかもし

れない。でも、今なら心知れた仲でも言えないのかもしれない。客観的にみて人の嫌がることを

している人は、自分も冗談半分にされたことがあるから、他人にとってその行為が大丈夫であろ

うと思っているのかもしれない。でも、嫌なことをされた人にとってはどうであろう。皆さんな

ら、どのように解決を図ればよいと思いますか。 

 学校生活を送ってもらう上で大切にしてほしいものの一つに「人に迷惑をかけない」というこ

とがある。私見ではあるが、この世に完璧な人間はいないと思う。だからこそ、学校には「人に

とって迷惑だな」「嫌なことかな」と感じたり気づいたりしたとき、どうすれば解決できるかな

と集団で考え助け合う活動がたくさん設けられている。 

 先生や保護者など、関わってくれる大人に相談し、助けてもらうこともあるが、最終的には自

分たちで考え、行動に移し、解決を図っていくことが、学校に通うことの意義にもつながるもの

と考える。 

 日曜日にミラノ・コルティナ冬季オリンピックが終わった。４年に一度の祭典なので、これま

での努力は計り知れきれないものがあったであろう。映像で見せてくれる勝者は敗者へ、敗者は

勝者へ互いにリスペクトしている姿は実に美しい。一方で、国を代表して出場した選手に対して、

ＳＮＳ上で誹謗中傷するような書き込みがあった。悲しいことである。 

 改めて考えてほしいと思う。今、緑中学校に必要なルールやきまりは自分たちのものになって

いるのか。緑中生一人一人が考える自治的活動に期待する。 

 

岩見沢市立緑中学校 

学校だより 第 12号 

令和８年 2月 24日 

発行責任者  

校長 小野 篤夫 

 ≪校訓≫ 強く 正しく 明るく 

≪キーワード≫ チームで創る「共有・協働・貢献」 

みどり よく や 



１・２学年 保健体育科「スキー学習」 
1月 2６・３０日と 2月２・６日の４日間、三笠市の桂沢

国設スキー場で学習を行いました。 

今年の冬の雪の少ない状況から一転、空知地方の寒

波襲来の中での学習となりましたが、ゲレンデの状況に

あわせてターンやスピードなどをコントロールする技術を

磨く機会となったようです。 

講師のボランティの皆さん、用具やリフト代等でご協力

くださっている保護者の皆さんのご支援のおかげで、今

年も北海道の冬ならではの活動を実施することができま

した。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑中生、活躍の軌跡 
岩見沢市より「児童・生徒の文化、スポーツ及び社会参加活動の分野

において、実績が顕著なもの」に贈られる、教育実践奨励賞・児童生徒

優秀賞をたくさんの生徒が受賞しました。ここに紹介いたします。 

 

□岩見沢市教育実践奨励表彰受賞（奨励賞） 

1年 村上  絢   「第 47回全国 JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会北海道予 

              選会 １００ｍ背泳ぎ 第一位（全国大会出場）」 

3年 北川 月空  「第 15回日本バッハコンクール全国大会中学Ｃ部門 金賞・第１位ヘンレ賞」 

3年 村上  純   「2025年第 43回ＪＳＳグランドチャンピオンシップ５０ｍ背泳ぎ 第 2位」 

 

□岩見沢市教育実践奨励表彰受賞（優秀賞） 

1年 森  陽葵   「2025年北海道卓球選手権大会兼全日本予選会カデットの部 

              女子シングルス第５位（全国大会出場）」 

1年 北野  爽   「第 32回北海道中学校新人陸上競技大会中学女子走高跳 第 3位」 

1年 高沢  泉   「第 15回日本バッハコンクール札幌地区大会Ｂ部門 

              優秀賞（全国大会出場）」 

２年 一ノ渡来稀   「北海道中学軟式クラブ秋季大会 第 3位（全国大会出場）」 

３年 佐々木塁生   「北海道中学軟式クラブ秋季大会 第 3位（全国大会出場）」 

３年 一戸 椿菜   「令和 7年度第 28回日本ヤングバレーボールクラブ優勝大会北海道予選 

              兼 第 9回北海道ヤングバレーボールクラブ優勝大会 第 2位 

              （全国大会出場）」 



SNS上における暴力行為等の動画の投稿・拡散を受けて 

 報道等でご承知のとおり、生徒間の暴力行為が動画として撮影・拡散される事案が発生し、社会的

にも深刻な問題となっています。 

 このことを受け、SNS上での暴力やいじめに関する動画等の投稿・拡散は、場合によっては犯罪に

該当する可能性もある、決して許されない行為あることを全校生徒に指導し、注意喚起を行いまし

た。ご家庭におかれましても、SNSの適切な利用について改めて話し合い、利用に関するルールを確

認していただきますようお願いいたします。 

 また、お子様の様子に変化が見られたり、不安を感じられたりした場合には、速やかに学校または関

係機関へご相談ください。 

 生徒の安全と人権を守るため、学校と家庭が連携し、毅然とした姿勢で対応してまいりたいと考え

ております。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

「志高く、自分を磨く」              校長 小 林   広  
 

・「高校卒業後の進路や将来の夢は？ 社会に出てからどんなことをしたいですか？」 

・「ボランティアや地域との関わりなど、どのような社会貢献の気持ちを持っていますか？」 

・「中学校生活で身に付けた力は？ 総合的な学習の時間で何を探究し、どんな力がつきましたか？」 

 先日行われた公立高校の推薦入試で、生徒たちが実際の面接で聞かれた内容です。知識の量では

なく、「自分の生き方を自分で考え、人と協力して新しいものを生み出す力」が問われています。 
 

「志」を持って生きる 

 事前の面接練習で「将来どんな人になりたいですか」と聞くと、最も多い答えは「人の役に立つ

人になりたい」でした。今後、どれほど AI が発達しても、本当の意味での「人を思いやる心と行

動」は人間にしかできません。だからこそ、「どう生きるか」「どんな人になるか」という確固とし

た「志」を持つことが、これからの時代を生き抜く力になるのです。 
 

なぜ、勉強するのか 

 作家・喜多川泰さんの『手紙屋』にこんな問いかけがあります。「大きな木が一本倒れています。

この木はこの世に存在する意味はありますか」。その木から割り箸が作れます。椅子も、本箱もで

きる。しかし何もしなければ、ただの薄汚れた木でしかありません。加工されることで、はじめて

役に立つ存在になれるのです。私たちも同じではないでしょうか。自分を磨き、知識や技能を身に

つけることで、人や社会の役に立てるようになります。そして誰かのために働く喜びを知ること

で、人生はより豊かなものになります。その自分を磨く活動こそが、勉強なのです。 

 生きる意味は、生まれながらに与えられるものではなく、自分でつくっていくものです。様々な

ことを学ぶ中から、自分が役立てるものが見えてきます。しかもそれは、一つとは限りません。皆

さんは一人一人がかけがえのない尊い存在です。自分を磨くことで人生にどんな大きな意味も与

えることができる…皆さんは、そんな“希望の塊”なのです。 
 

 そして、学びは学校の中だけではありません。「学べば学ぶほど、自分がどれだけ無知であるか思い

知らされる。自分の無知に気づけば気づくほど、より一層学びたくなる」…これはアインシュタインの言

葉です。学ぶことに終わりはなく、中学を卒業しても新たな学びはずっと続いていきます。 
 

卒業を迎える 3 年生には、本校で育んだ「思いやりと自分で考え行動する力」という翼を広げ、

自分らしい人生を力強く歩んでいってほしいと思います。在校生には、この学校で築いてきた「安

心できる土台」の上に、失敗を恐れずに立ち向かい続ける「折れない心（レジリエンス）」をさら

に育てていってほしいと願っています。 
  

最後に、この一年間、本校の取り組みを温かく見守り、ご支援いただきました保護者の皆様、地

域の皆様に心より感謝申し上げます。これからも「安心できる環境が、確かな学力の土台になる」

という信念のもと、生徒たちの豊かな成長のために教職員一同、力を合わせて取り組んでまいりま

す。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

岩見沢市立上幌向中学校  学校だより 

  『五稜の精神』 確かな知性を身に付けよう【知】 豊かな感性を養おう【徳】 健やかな心身を育もう【体】 

VOL. 

R8.２.２５ 

12 



 
  
 

 令和７年度から１、２年生において、総合的な学習の時間を拡大し、主に「言語能力」、「情報活用能

力」、「問題発見・解決能力」の育成と「生命尊重教育」、「心身健康保持増進教育」、「教科等横断的な教

育」「探究的な学習活動」の充実を図ってまいりました。令和８年度からは、３年生においても授

業時数特例校制度の取組を進めます。  

増減する教科等名およびその“時数見込み”〔令和８年度教科配当時間〕        

 ３年生での５時間を減じる教科につきましては、社会、数学、理科、保体、英語とします。

この機に内容整理を行い、授業時数特例校制度による拡大部分の２５時間については、令和８

年度から全学年とも次のようにいたします。削減した教科は、学習指導要領の観点に則った学

習活動を維持できる範囲となっています。（未履修は生じません。）  
 
 国語  社会  数学  理科  音楽  美術  保体  技家  英語  道徳  特活  総合  総時数  

１

年  
年間

時数  

140 

[135] 

105 

[100] 

140 

[135] 

105 45 45 105 

[100] 

70 140 

[135] 

35 35 

[48] 

50 

[62] 
1015 

２

年  
年間

時数  

140 

[135] 

105 

[100] 

105 140 

[135] 

35 35 105 

[100] 

70 140 

[135] 

35 35 

[48] 

70 

[82] 
1015 

３

年  
年間

時数  
105 

140 

[135] 

140 

[135] 

140 

[135] 
35 35 

105 

[100] 
35 

140 

[135] 
35 

35 

[48] 

70 

[82] 
1015 

 

 今後も学校だよりやブログ等を通して、授業時数特例校制度の進捗状況含め令和８年度の学校の教

育方針や特色ある教育活動について、お知らせしていきます。疑問等は遠慮なく照会いただきますよ

うお願いいたします。 
 
 
 

 
 

 期間中、生徒玄関ホールで朝８時００分から８時１５分まで生活委員

会が中心となって、登校時の生徒に挨拶をして、“挨拶の輪”を広げま

した。自分から挨拶をして、相手にはたらきかける習慣を身に付けるこ

とを目的とした活動です。さわやかな一日の始まりに、生徒たちの笑顔

のやりとりが気持ちのいい取組でした。 
 
 

 

 

 １月３０日（金）に１、２年 A 組が、２月１

３日（金）には B,C 組が、スキー授業をグリー

ンランドスキー場で行いました。今シーズンは

少雪でしたが何とか間に合いました。 

 ２月６日（金）は、当日午前から夜にかけて

の強風予報のため臨時休校で中止といたしました。実際には、天気予報ほどの天候の崩れはなく、

惜しい結果となりました。生徒の安全確保のための措置としてご理解いただき、ありがとうござい

ました。 
 

令和８年度での授業時数特例校制度の活用について 

生活委員会による挨拶運動 1/20～1/28 で行いました 

スキー授業   ～荒天予報で２月６日は中止に～ 



 
 

 第３回学校運営協議会で、熟議・協議を通じて、小中学校９年間

を見通した「目指す子ども像」の大きな方向性が共有されました。

委員が３つのグループに分かれて協議を行った様子を紹介いたし

ます。 
 

 Ａ、Ｂ、Ｃグループ協議の統合まとめ 

     次年度の目指す子ども像について 
 

 Ａ、Ｂ、Ｃグループの協議の結果をまとめたベン図が次のようになりました。 

 

 

 

 

 
 

1. 核心となる資質：『自ら未来を切り拓く主体性』 

 全グループのベン図の中央には「主体性」が据えられています。これは、学習においても人間

関係においても、また健康な生活習慣においても、子ども自身が「自分自身の課題」として捉

え、自律的に行動する姿を目指すものとなります。 
 

2. 三領域（知・徳・体）の統合的アプローチ 

• 【知：確かな学力と探究心】 

 単に知識を習得するだけでなく、「勉強の仕方」を自ら工夫し、

生涯にわたって学び続ける姿勢（学びの主体性）を重視する。情

報リテラシーや問題発見・解決能力を養い、社会の変化に対応

できる知性を育む。 

• 【徳：多様性の尊重と共生】 

 「1 人 1 人の違いを知る」ことから始め、互いを認め合うピア・サポートの精神を大切にす

る。自分を客観的に見るメタ認知能力を養い、他者への思いやりを具体的な「発信する力」や

「問題解決」につなげる、豊かな人間性を育む。 

• 【体：健やかな心身と社会性】 

 生活の基本である「あいさつ」や「マナー」を、社会とつながるための重要なスキルとして

捉える。スマートフォン利用等の身近なルールづくりにも主体的に関わり、健康で安全な生活

を自律的に送る力を育む。 
 

3. 小中一貫・地域連携の視点 

  9 年間の連続性の中で、小中の交流を深めることはもちろん、地域行事への参画などを通じて

「自分の力が社会で役立つ実感」を持たせることが、主体性を育む鍵と結論づけられます。 

学校運営協議会  次年度の「目指す子ども像」を熟議  



日
曜

日
行事予定

学

年
1 2 3 4 5 6

給

食
1
2
3
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ ○ ☆
1
2
3
1
2
3
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ ○ ☆
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 ○ ○ ○ ○ ☆
1 ○ ○ ○ －
2 ○ ○ ○ －
3 ○ ○ ○ －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1
2
3
1
2
3
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
2 ○ ○ ○ ○ ○ ☆
3 －
1 ○ ○ ○ －
2 ○ ○ ○ －
3 －
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

31 火

29 日

30 月

27 金

28 土

25 水 　修了式　　離任式

26 木 　年度末休業

23 月

24 火

21 土

22 日

19 木

20 金 　春分の日

17 火 　公立高校入選合格発表　　１、２年標準学力検査

18 水 　参観日、懇談会

15 日

16 月

13 金

14 土

11 水 　卒業式総練習　　式場準備

12 木 　第７３回上幌向中学校卒業式

9 月

10 火 　同窓会入会式　　卒業式練習　　３年生を送る会

7 土

8 日

5 木 　公立高校入選（面接）

6 金

3 火

4 水 　公立高校入選（学力検査）

1 日

2 月

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

3 月の行事予定  



 

       

      

 

 

 

 

      

 
 ～４ 月からの清園中について～ 

                          校長  菊地 佳子 

 

清園中学校は、中学校区の３校での協力体制“SMS”で来年度も教育活動を推進していきま 

す。新年度スタートまでまだ１ヶ月ほどありますが、令和８年度の清園中学校の方向性について 

皆さんと確認していこうと思います。 

  

☆清園中学校（SMS）の目指す子ども像 

  

 ｢自立｣よりも前進させた考えです。自分で（場合によっては他者との協働により）決定し、予測 

困難な社会を自分のよりよい人生に向かって挑戦していく･･･このようなイメージです。 

 

☆清園中学校が子どもたちに育成すべき資質・能力 

  

 

 

 

 

構造化された知識   批判的思考力・創造的思考力   多様な他者と協働・自己調整力   

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい試みではなく、清園中では既に教育活動の中で行われているものですが、特に意識して 

生徒と教員が共に獲得していく『資質・能力』です。  

令和 8 年 2 月 25 日 

自分で決めた！挑戦できた！  
      と力 強 く言 える学 校 ・子 ども  

清園中学校区 ３校接続スローガン 

自らの人生を舵取りできる生徒 

授業や調べて得

た知識をマイノー

トで整理し、思考・

判断・表現の単元

テストを解答す

る。 

「なぜだろう？」「どうやったら

解決する？」生徒会でみんな

が楽しめる体育祭の種目を

考える。昨年までの種目はど

うだった？アンケートで意見を

集めよう！ルールを見直す！ 

授業中に出された課題を・一人

で・ペアで・グループでと選択し

て答えを出す。難易度が違う課

題にどの問いをどんなやり方で

挑戦するか自分で決める。 

具
体
的
な
場
面
で 

☆令和８年度に清園中学校が推進する『６つの重点』 

 

①全ての教科で生徒が自らの学習を舵取りできる授業 

（学習課題、学習手段、学習形態の選択調整） 

②自らの学びを舵取りする探究の実践 
③MLA（包括的生徒指導）を全ての教育活動で実践 
④サポートルームを中心に多様性の理解度の高い学校の創造 
⑤小中接続の取組を通した９年間の継続性のある指導の充実 

（全教員による３校授業参観、全職員で担う SMS事業） 
⑥教職員と生徒がパートナーシップの下で意思決定する。 

☆授業時数特例校制度（令和８年度） 

 育成すべき資質・能力に迫るために「国、社、数、理、英」から全学年３時間ずつ合計１５

時間を｢岩見沢型ピア・サポート｣に４時間、「探究学習」に１１時間を割り当てます。 

 

☆不登校対策総合実践事業（全道で２０校が指定。連携校はメープル小、志文小） 

 全ての生徒が安心して学ぶことができるよう「多様な学びの場や居場所」（校内教育支援

センター）の整備を進めます。 

 

◆多様性の理解度を高めるために◆ 

『不登校対策総合実践事業』を推進するにあたり、自分の教室で学校生活を送ることが困

難な生徒、教室外でクールダウンが必要な生徒等のためにサポートルームの環境を整え

ます。多様性を理解し合い、認め合い、個別最適な学びができるよう個々の生徒に適した

指導、対応（一般的に言われる「特別扱い」「ひいき」とは異なりますのでご理解ください）を

していきます。 

 

 

 

 

一足早く来年度の清園中学校の方向性をお示しいたしました。

今後も皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

脚下照顧（きゃっかしょうこ）             

この言葉は、一般的には「履き物を揃えましょう」という意味で使われていますが、四字熟語としての本来の意味

は、「自分自身を見つめ直し、よく反省せよ。また、自分の足元に十分気をつけなさい」という教えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この写真は「３年生の靴箱」の様子です。とてもき

れいに整えられており、落ちている靴は一つもあり

ません。見ているだけで心が落ち着きます。40年ほ

ど前に設置された靴箱なので、長めのウインターシ

ューズには少し窮屈かもしれませんが、生徒のみな

さんが工夫して丁寧に使っている様子が伝わってき

ます。 

 

３年生だけでなく１，２年生の靴箱も整然としてお

り靴がきちんと揃っています。履き物が揃うと心が

揃う。昔ながらの教えですが、今の時代にこそ、とて

も大切な考え方だと身にしみて感じます。 

 

面接練習  
面接練習の中で、「あなたの長所と短所を教えてください」という質問をしました。生徒たちは、自分自身を客

観的に見つめ、自己分析の結果を自分の言葉で表現してくれました。短所については、それを克服するために

どのような努力をしているか、これからどう取り組むかについても語ってくれました。 
日常生活の中で、自分自身について深く考え、分析する機会はそう多くありません。面接練習がなければ、こ

うした自己理解の時間を持つことも難しかったかもしれません。 

 Kiroroの『未来へ』（1998年）という曲にこんな歌詞があります。 

 ほら 足下を見てごらん 

 これがあなたの歩む道 

 ほら 前を見てごらん 

 あれがあなたの未来 

面接練習での生徒たちの姿を思い浮かべながら、この曲が自然と頭に浮かびました。前向きな気持ちになれ

る歌です。 

あと２週間ほどで、３年生は卒業の日を迎えます。 

中学校３年間を振り返り、自分自身を見つめ直し、４月からの新たなスタートに向けて、力強い一歩を踏み出し

てほしいと願っています。今、３年生はそれぞれの進路に向かって懸命に努力しています。 

１・２年生のみなさんも、来年の今頃、再来年の今頃の自分を思い描きながら、今の自分の立ち位置を確認

し、次の学年に向けて心と身体の準備を始めましょう。 

日 曜 校　内　行　事

1 日

4 水 式・式歌練習(1･2年)

2 月

3 火
諸活動停止日
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PTA監査・四役会議⑥

19 木

20 金

職員会議(年度始・人事)
諸活動停止日
通知表印刷完成(１･２年)
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PTA厚生部 スポーツ大会！！ 

厚生部の皆さんが今年もスポーツ大会を企画してくれました！！当日はミ

ニバレーで汗を流しました。ご参加頂いた方々ありがとうございました。 

令和 7年度スキー授業！！ 

スキー授業が終了しました！！雪が少なくてヒヤヒヤしましたが 1，2

年生が元気いっぱいで滑りまくりました！！ 

スキーの運搬に西村公一さん來嶋康之さんのご協力を頂きました！！ 

 

３月の行事予定 



今後に向けて 

 

を考える 

令和７年度 全国体力・運動能力 運動習慣等調査 結果  
 

を考える 
  中学２年生を対象とした全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果についてお知らせいたします。

下記の結果は、調査種目ごとに全国平均と本校の平均値を男女別に比較したものです。 

男子は全国平均に比べて筋持久力や瞬発力が高い結果となりました。一方、それ以外の種目では、全

国平均よりも下回っており、特に筋力面に課題が見受けられます。 

女子は、全ての種目で全国平均を下回る結果となり、スピードや瞬発力に関する項目に課題があること

が明らかになりました。 

 

 

生徒質問紙の結果から、運動に対する意識や生活習慣に関する特徴的な項目を以下にまとめました。

全体として体を動かすこと好む割合が全国に比べて低い傾向にあり、実際に運動する時間も全国平均を

下回る結果となりました。 

一方で全体的に運動に対する意欲は高い傾向が見られました。また、全国平均と比べて、毎日朝食を

食べる生徒の割合が高いことがわかりました。その反面、睡眠不足を感じている生徒の割合が高く、テレ

ビやスマートフォン、ゲームなどの画面を見る時間が長い傾向にあることが明らかになりました。 

 

 

 

とても長い傾向が見られました。 

 

今後は保健体育科を中心に、単なる体力向上だけでなく、運動の楽しさや達

成感を味わいながら学べる指導の充実を図ります。また生徒一人一人が健康

を保持・増進するための生活習慣を主体的に身に着けていけるよう、継続的な

支援を行います。ご家庭におかれましても、規則正しい生活リズムの形成や運

動に親しむ機会づくりについて、お声がけや見守り等にご協力をお願いします。 

尚、岩見沢市教育委員会では、「運動習慣が学力に好影響を与えること」

「親と子の運動習慣の関わりについて」等をまとめたパンフレット「スポチャレ」

を作成しています。テトルにて配信していますので、ご一読ください。 

 

運動習慣が学力に与える好影響・親と子の運動習慣の関わりなど 

４日（水）公立高校学力検査 

５日（木）公立高校面接等 

９日（月）同窓会入会式 

１０日（火）3年生を送る会 

１１日（水）卒業式総練習 

 

 

１２日（木）卒業証書授与式 

１７日（火）公立高校合格発表 

１９日（木）日の出小卒業式 

２３日（月）標準学力テスト 

２５日（水）修了式・離任式 通知表配付 

 

 

３ 
 

March 

２月 12 日（木）、岩見沢保健所が管轄する地域に向けインフルエンザ注意報を発令し

ました。そのころの明成中は、２月９日（月）～１２日（木）は、インフルエンザによる欠席者

は全校で誰もいませんでした。 

しかし、２月１３日（金）に一変しました。 

２学年全体の欠席者数は、前日は４人でしたが、２/１３（金）になると、１５人に急増しま

した。前日の３倍以上にもなっていました。 

欠席者は学年の３０％、出席者も含めたかぜ罹患率が５０％を超える現状となり、学校

医とも相談し、学年閉鎖措置にすることを決定しました。閉鎖期間は、２/１３（金）３時間目

から土日を挟んで月曜日までと判断しました。 

しかし１６日（月）午後の段階で、１３日（金）以降にインフルエンザと診断された生徒が

多く、閉鎖期間を１日延期し、閉鎖期間は計５日間となりました。 

少し前のことになりますが、マスク着用、密回避、手指消毒が当たり前だったコロナ禍に

はインフルエンザによる閉鎖はありませんでした。それを思うと、マスク、手洗いで自己防衛

することの重要性を再認識させられます。 

まだまだインフルエンザ感染予防が必要です。各自で予防し、蔓延を防ぐ取り組みをし

ていきましょう。 
 

 

公立高校推薦試験で内定を得た生徒もいますが、道内の多くの中学３年生が挑む公

立高校一般入試（学力検査）が３月４日となっています。入試日に向け、勉強もラストスパ

ートとなっている受験生。勉強の追い込みも必要ですが、それ以上に大切なのが体調管

理です。もちろん、保護者の皆さんもそのことは重々承知とは思いますが、受験生が体調

万全な状態で試験当日を迎えられるよう、ご家庭でのサポートをお願いします。 

今までの自分の頑張りに自信をもち、当日を迎えてほしいです。「頑張れ、受験生！」 
 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

  

   

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

明成中学校だより 
 

令和 8年 2月 20日 
 

        Ｎｏ．１2 J ournal ジャーナル 

岩見沢市立明成中学校  校長 松 野 岳 彦 

 

明成 

2学年閉鎖  

受験生ラストスパート  



学校運営協議会 

会長 朝山 康夫 氏 

 

イベントとして受け継がれてきました。感染症の影響により開催中止になった年も

ありましたが、「日の出愛」の思いを絶やすことなく、少しずつ形を変えながら、地域

と学校が一体となって創り上げるお祭りとして、令和の時代まで続いています！ 

今年は２０回目を記念した新企画を実行委員会で考案し、子ども達や地域の皆

様と共に記憶に残る素敵な冬の思い出づくりを行いました。 
 
 
学校運営協議会が主催しています。 
 
 
 
地域のお祭りとして、受け継がれてきました。地域と学校が一体となって創り上げる
お祭りとして、受け継がれてきました。 

これまで歴史や携わってきた多くの方々の思いを未来につなぐ「２０周年特別企

画」があります。 

 

第２０回目のスノーフェスティバルが開催されます。当日は様々な催しが行われ

るほか、２０回目を記念して焼き鳥や麦茶の無料提供も予定しております。ご 

 

 

・ 

 

今年で２０回目を迎えるスノーフェスティバル。その始まり

は、当時の明成中学校の校長先生が「雪まつりを実施して、

チューブ滑りをやりたい！」という熱い思いからでした。これま

で多くの方々に支えられながら、日の出・明成校区の冬のイ

ベントとして受け継がれてきました。 

開始当初は、雪像コンテストの実施や地域サポーターズ
による豚汁・ホットミルクの提供、そして、夕方まで開催してい
ました。 

スノフェス開催という日程で行われていました。 

これまで様々な取組が行われてきました。思い出します。
コロナ禍の影響もあり、飲食を途絶えていたこの 

をやりたい！」という思いから開始されたチューブ滑りで楽

しもう」と企画したことから始まったスノーフェスティバルも今

回は、２０年目を記念した特別企画を準備しており、当日は

多くの方々が参加し、当日は様々な催しが行われるほか、２

０回目を記念して焼き鳥や麦茶の無料提供も予定しており

ます。ご来場をお待ちしています。 

 

 

・ 

 

「日の出愛」の炎を絶やさない！ 

願いを込めて企画した「点火リレー！」４名の 

児童・生徒が日の出の炎をつなぎました。 

いを炎でつなげるスノーフェスティバルが開

催されます。当日は様々な催しが行われるほか、

２０回目を記念して焼き鳥や麦茶の無料提供も

予定しております。ご来場をお待ちしています。 

 

 

・ 

 

子どもたちに素敵な冬の思い出を！ 

実行委員会の願いは一つ。雪遊びの体験

や地域のお祭りを通して、子ども達の心に残る

思い出となることです。また、今回初めて企画

した点火リレーを安全に実施するため、実行

委員会で何度も協議を重ね、試作品や事前

の実証を行ったうえで当日を迎えました。 

消防署への届け出などを行い、当日を迎えま

した。 

「生徒会・児童会が活躍！大盛況のスノフェス」 

生徒会・児童会の運営は素晴らしいもの 

でした。役員が事前のリハーサルや景品の

買い出し等に主体的に取り組み、地域のお

祭りに関わる貴重な体験となっています。 

の皆さんのご協力に感謝です。 

行回目を記念して焼き鳥や麦茶の無料提

供も予定しております。ご来場をお待ちして

います。 

 

 

・ 

 

子どもが運営に関わることの大切さ 

チューブ滑りの制作は、小学５年
生が担当します。幼稚園児や下級生
の喜ぶ姿を想像しながら、上級生が
会場設営を行い、大人はその活動を
温かく見守ります。挑戦・協働・貢献
を目指す日の出・明成校区の子ども
たちを地域全体で支えています。 

 

戦・協働・貢献を目指す、日の出明

成中校区の子おどんたちを地域の力

輪で支援しています。域に貢献する

姿を地域の大人が支援しています。 

 

自分たちで作った滑り台を下級生

が楽しむ姿を見たら一生の運営に携

わることを大切にし、大人はその姿を

サポートしています。 

 

のスノーフェスティバルが開催され

ます。当日は様々な催しが行われる

ほか、２０回目を記念して焼き鳥や麦

茶の無料提供も予定しております。ご

来場をお待ちしています。 

 

 

・ 

 

PTA 企画「豆まき」では、「桃太郎軍団」

として小中の校長先生や PTA 役員が鬼退

治に登場。最後の演出に会場中が騒然！！ 

 

当日は様々な催しが行われるほか、２０回

目を記念して焼き鳥や麦茶の無料提供も予

定しております。ご来場をお待ちしています。 

 

 

・ 

 

  明成中 PTA 

12代 樫野会長 

明成中 PTA  

厚谷会長 

学校運営協議会 

朝山会長 

日の出小 PTA  

中路会長 

明成中 PTA  

東志副会長 

【厚谷会長】今年のスノフェスは、久しぶりの飲食を伴う開催ということもあり、参加者

も例年より多く、大盛況だったと感じています。日の出・明成校区の魅力は、先生や役

員に限らず、大人全体で子どもたちの成長に携わっていることです。「日の出愛」のテ

ーマのもとに、今後も小中・地域全体で子どもの成長を見守っていきたいと思います。  

点火リレーアンカー 

生徒会書記 
吉田さん 

生徒会副会長 

根本さんの 

「点火」という掛

け声で焚火台に

火がともりました。 

朝山会長・厚谷会長による事前準備 ： 焚き火用木材の加工 

明成中公務補さん 

作成「トーチ」 

焚火を囲み、パチパチと蒔の 

はぜる音に耳を傾けるひととき 

焼き鳥・麦茶の提供にご協力いただいた

PTA役員さん、実行委員会の皆さん 

日の出小５年生の 

来校前にエアー注入！ 

朝山会長が「日の出愛」を語ります 

大盛況に終わって良かったです！ 

みんなで知恵を絞れば、何でも出

来てしまう“日の出の大人パワー”

を改めて実感しました！感謝です！ 

これからも子ども達のためにこの取

り組みを継続していきましょう！ 

日の出・明成校区の魅力・強み

は、なんと言っても団結力です。個々

のスキルを発揮して率先して動く、

大人達が沢山いる！別に何も言わ

なくても「子ども達のために！」とい

う共通の想いが一体感を生んでい 

るのかもしれません。 

ここで育った子ども達が、将来の

日の出を盛り上げてくれることが、

私たち地域の大人の夢です！ 

 

 

２０回目のスノーフェス

ティバルは、事故もなく、 

大盛況に終わって良

かったです！ みんなで知

恵を絞れば、何でも出来

てしまう日の出の大人パ

ワーを改めて実感しまし

た！感謝です！これからも

子ども達のために継続し

ていきましょう！ 

日の出・明成校区の魅

力・強みは、なんと言って

も団結力です。個々のス

キルを発揮して率先して

動く大人達が沢山いる！

別に何も言わなくても

「子ども達のために！」と

いう想いが一体感を生

んでいるのかもしれませ

ん。 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Snow フェスティバル  

「日の出を愛する子どもを育み、 

出会いをつなぐ」ことを目指しています。 
 
 

学校運営協議会 

テーマ 「日の出愛」 
 

   学校運営協議会主催  「日の出」を愛する子どもを育む                 

 


